
京都市市民参加推進フォーラムによる事業分析
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市民参加推進フォーラムは，市長の諮問に応じ，調査し，及び審議するとともに，当該事項について市長に対し，
意見を述べる市の審議会です。
公募により選任された方のほか，学識者，ＮＰＯやまちづくり活動に携わっている方などで構成されています。
フォーラムや，この分析結果の詳細については，京都市ホームページを御参照ください。

http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000035250.html

京都市市民参加推進フォーラムとは

京都市の市民参加の取組をご紹介！京都市の市民参加の取組をご紹介！京都市の市民参加の取組をご紹介！京都市の市民参加の取組をご紹介！

～市民参加推進フォーラム～市民参加推進フォーラム～市民参加推進フォーラム～市民参加推進フォーラムにににによる事業分析～よる事業分析～よる事業分析～よる事業分析～

京都市は，京都市市民参加推進条例に基づき，市民の「市政への参加」と「まちづくり活動」

とを合わせて「市民参加」と定義し，積極的に推進しています。

このたび，京都市の審議会である「市民参加推進フォーラム」において，京都市の取組を確認

するため，２つの事業をピックアップし，市民参加の視点から分析を行いました。

同フォーラムでの分析結果を，市民の皆さんにお伝えするために，概略をご紹介します！

京都市の
市ড়参加を

市ড়の皆さんが
分析！

市ড়参加を
進める

「いいね！」を
紹介します



～～～～ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴをををを活用活用活用活用したしたしたした市民協働市民協働市民協働市民協働によるによるによるによる維持管理維持管理維持管理維持管理～～～～「「「「みっけみっけみっけみっけ隊隊隊隊アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション」」」」 担当担当担当担当：：：：建設局建設局建設局建設局 土木管理課土木管理課土木管理課土木管理課

市ড়参加の手法を取り入れることが難しいと思われていた土木ଵ৶分৙にउいて，হ঵の
企画஺మから市ড়参加஑のワークシঙップをളਯ৚実施。市ড়の皆さんが自分達のણ৿を投
稿できる京都市ならではの機能がついたスマートフォンアプリを開発しました。

市民の皆さんとの協働を進めていきます！

スマートフォンアプリの企画段階で市民意見を聴くワー
クショップを実施！

事業概要事業概要

ポイント

https://mikketai.city.kyoto.lg.jp/

市民の皆さんが応援隊となり，美しい京都の安心・安全な
暮らしを守るため，道路や公園等の損傷箇所を投稿するア
プリ。「調査中」「処理済み」など京都市の対応も見るこ
とができます。

企画に当たってワークショップを実施

＜ワークショップ：『○○アプリ』プロジェクト＞

＜みっけ隊アプリ＞

参加 積極的に地域活動をされている方を中心に声かけ。
各回３０名程度，合計２２０名が参加 。

内容 第１回
「すてきな街って？」「アプリをつくろう！」
第２回
「市民協働で維持管理を進めるためには？」
「アプリの名称」
第３回
「アプリを使ってみよう」

市民意見で京都市ならではの機能が！

市民の皆さんが清掃や草むしりなどを行っ
た時に「私たちがやりました」という投稿
ができ，アプリの地図上でピンクの花印で
表示されます！

道路，河川，公園などは，暮らしの安心安全を守る重要な
土木施設です。高度経済成長期に集中的に整備された施設は，
今後，一斉に補修が必要な時期を迎えます。
そのため，新たな維持管理の在り方の検討が必要。
若手職員の庁内プロジェクトチームで市民の皆さんとの協働の
アイデアを考えています。
また，「公共土木施設の維持管理に係る市民協働推進指針」に
基づく取組を進めます。

＜૙ৃऋ଄ু૙৩をૢର！＞
ワークシঙップは଄手職員の発
案により実施

※各回，伏見区役
所と右京区役所で
同内容で実施

＜৶ੰऋ੭にくःとઓॎोるऒ
とも丁寧に説明！＞
「土木施ਝの೐持ଵ৶は，生୵
に関わるものを優先するなど，
優先順位を付けざるを得ない」
ことなどを丁寧に説明

参加者からは「草むしりは自分
達でできる」などの声も

市ড়の方が清掃や草むしりなど
をষった時に投稿ができるとい
う，京都市ならではの機能がつ
いたことが大きな成果！

＜ワークショップの名称を工夫＞
『○○アプリ』プロジェクト

＜テーマも工夫！＞
「すてきな街って？」という話
しやすいテーマから！

＜੗஘ऩ਼৻かैਔৄを！＞
・大学生から７０歳代の方まで
参加
・スマートフォンを持っていな
い方にも職員が丁寧に説明

௤ംした੊ଡ଼ಉの施ਝੲਾを市ড়の皆さんが投稿でき，京都市の対応状況が
表示されるスマートフォンアプリを開発



京都市京都市京都市京都市景観景観景観景観市民市民市民市民会議会議会議会議 担当：都市計画局 景観政策課

景観政策の検証について，市ড়の皆さんとのਔৄઐఌを਑২に取り入れたਡが્ඉ。
景観政策に関する様々な取組は，参加しやすく，また，皆さんが「自分ごと」と感じられ

る工夫を重ねていて，まちづくりに取り組むネットワークを新たに生んでいます。

公募により集まった市民の皆さんとの意見交換により，
景観政策の有効性や社会への影響などを検証！

景観市民会議には，たくさんの市民公募委員が参画！

＜৘ড়ऋਫ਼઒するऒとを਑২
としथનয়！＞
市ড়ਔৄをઉமୂくことを，
景観政策の検証の柱の１つに

＜気軽に，楽しく参加できる！＞
１ফに１৚の開ಈで，スॣジগー
ル調整しやすいので，気軽に応募
できる

ਔৄઐఌटけでなく，シンポジウ
ムもষわれ，学लのৃにもなるঘ
ニークな企画内容

「ষ政にਔৄを੉う」といった気
負いを持たずに，「面白そう」と
いう気持ちで参加できる！

＜平成２８年度京都市景観市民会議＞

「歴史と文化を未来につなぐ京都の景観づくり」
～残せるか？お寺・神社のある風景～

１．報告・話題提供
・報告 京都市の取組方針（案）について
・話題提供

２．ワークショップ
・話題提供者と共に４つのテーブルに分かれて意見交換
３．全体会議（総括）

＜৘ড়৊૒ऋੈ௮するきっか
にも！＞
・ষ政が੿ったৃなので，市
ড়の皆さんが਍ੱして出ভう
ことが出来る。

・景観市ড়ভ৮での出ভいを
きっかけに市ড়のネットワー
クが生まれ，シンポジウムを
開ಈするなど，市ড়によるஆ
自の取組が広がった！

http://www.city.kyoto.lg.jp/
menu4/category/53-12-
0-0-0-0-0-0-0-0.html

景観市民会議市民公募委員
応募者数の推移

Plan

（政策の進化）

Do

（政策の実施）

（政策の検証）

Act

（課題の改善）

CheckCheckCheckCheck

建築物等の規制を強化する「新景観政策」

市民や事業者の皆さんの理解と協力を得るために，
検証を２本柱で進めるシステムを構築

政策の検証システムを構築するように
（平成１９年 市会決議）

①京都市景観白書 － 検証内容・結果の情報発信

②京都市景観市民会議－ 市民や事業者と意見交換

会議はほぼ１年に１回の開催。

内容

参加 市民公募委員が参加し，建築関係
団体の代表者や有識者と意見交換。
平成２８年度には，１６名の募集
に対し２８名から応募があった。

その年度に話題になっていること
がテーマ。
基調講演・ワークショップ・全体
総括の３部構成で進行。

テーマ

プログラム

鵜飼秀徳氏（日経ＢＰ社副編集長，京都嵯峨正覺寺副住職）
伊藤尚治氏（京の社家を学ぶ会 代表）
西村孝平氏（都市居住推進研究会代表代行，㈱八清 代表取締役）
中西真也氏（㈱リーフ・パブリケーションズ 代表取締役）

他にも市民の皆さんが参加できる取組を実施！

事業概要事業概要

・「大学生が描く京都のまちの将来像」を作成（Ｈ２４年）

・「守っていきたい歴史的景観」の写真をパブリック・コメン
トと共に公募。SNS（InstagramやFacebook）での投稿も受付。

（Ｈ２８年）

景観政策について検証する会議に，毎年，多くの市民の皆さんが参加
ポイント



京都市からのお知らせ

市政への参加や
まちづくり活動に
役立つ情報を

タイムリーに発信！

https://tsukuru-kyoto.net/
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フェーズフェーズフェーズフェーズ 2222

市政に参加した

市民が手ごたえを感じ，

継続的な参加に

つながる仕組みの

整備

フェーズフェーズフェーズフェーズ 3333

市民と協働する

市政分野の拡大

フェーズフェーズフェーズフェーズ １１１１
市民の関心を

呼び起こし，

まちづくり活動への

参加につなぐ

機会の充実

フェーズフェーズフェーズフェーズ 2222
まちづくり活動が

成果に結びつき，

継続的な活動に

つながる仕組み

の整備

フェーズフェーズフェーズフェーズ 3333

多様な主体が

協働する

まちづくりの

推進

今回「市民参加をすすめるための工夫」という視点で行なった
担当部署へヒアリングでは、担当者の熱い思いにふれ、工夫次第
で市民参加の方法はまだまだ広げていけると実感しました。
一方、職員の方からは「(市民と)直接意見交換したり、声を聞

かせてもらうことが、仕事へのモチベーションアップにつながっ
た」という感想がありました。
今後も多くの方に「市民参加の楽しさ」が伝わればと思ってい
ます。 私達フォーラム委員にとっても学ぶことの多い取り組みで
した。

京都市市民参加推進フォーラム 一同

荒木 泰子（市民公募委員）
内田 香奈（きょうとＮＰＯセンター法人経営本部副総括責任者）

太田 清美（市民公募委員）
兼松 佳宏（京都精華大学人文学部特任講師）
川島 ゆり子（花園大学社会福祉学部教授）
桜井 政成（立命館大学政策科学部教授）

芝原 浩美（ＮＰＯ法人ユースビジョン事務局長）
杉山 準（ＮＰＯ法人劇研理事・事務局長）

竹内 香織（ＮＰＯ法人京都子どもセンター理事長）
津田 陽輔（公益社団法人京都青年会議所副理事長）

樋口 幸則（市民公募委員）
松下 亜樹子（京都新聞社論説委員）

壬生 裕子（同志社大学政策学部嘱託講師）
宮西 勇人（右京区嵐山学区自治連合会常任幹事）

吉川 忠男（市民公募委員）


